
活動トピックス2024.11～12

竹細工教室 干支 １１月 ９日(土)

こども文化祭 １２月１４日(土) 八幡市文化センター

若竹飾り(ミニ) １２月２１日(土) 交流センター

若竹飾り(大) １２月２２日(日) 交流センター

展望台 庭園整備 11月1日(金)・11日(月)・27日(水)

今回は上記5件をピックアップしました。
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竹 細 工 教 室
来年の干支 巳年の置物をつくりました

たけくらぶで管理している竹林の竹を使った竹細工教室です。

毎年この時期には、干支の小物を作ります。

一般の方も参加出来ます。来年はぜひ参加してみてください。

日 時：１１月９日(土) 展望の館

講 師：会員 ２名

会員参加者：会員 10名

輪切にした竹を組み合わせ、巳年の置物を作りました

シンプルで簡単そうですが、思いのほか難しく

普段竹に慣れ親しんでいるメンバーも皆苦戦していました。



たけくらぶのメンバーが 講師と生徒になりました。
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今回の講師 二人

細い竹の輪切り4つを組み合わせて ヘビの形を作ります。綺麗に作るコツは、

幅を揃えて切る事ですが、簡単そうで、簡単ではありませんでした。

皆一生懸命取り組み、色々な表情の置物が出来ました。

普段は竹かごサークルの講師

竹を同じ幅で まっすぐ
切るのは難しかったです

▼
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主 催：八幡市文化協会

場 所：八幡市文化センター 4階小ホール

日 時：12月14日 10時～15時

体験出し物：ブンブンせみ・ブンブンこま・ガリガリとんぼ

竹とんぼ 4種類 全部で60個

参加者：子ども 50人位 大人 20人位。

講 師：八幡たけくらぶ 7名

たけくらぶは『親子体験教室～五感でカルチャー～』

の部門で 竹細工製作体験教室を行いました。

音の出るものは人気でした。

文化祭全体としては、300人以上の参加があったようです。

親 子 体 験 教 室
第22回 八幡市 子ども文化祭
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子ども文化祭 受付風景

▼

竹細工ブース

▼

竹細工作業

▼

展示ブースの力作

▼

▼



若
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飾

り 一般公募者への説明

▼

若 竹 飾 り 製 作 体 験
場 所：市民交流センター

日 時：12月21日(土)・22日(日) 9時～12時

一般参加者：6名

たけくらぶスタッフ：延べ80名ほど

(12月21・22日以外の準備含む)

両日とも大きなトラブルなくて午前中に終わる事ができました。

12/21のミニ飾り 32個は会員用と販売用、

12/22の 大飾り42個は主に一般公募者用の制作です。

完成品は｢さくらであい館｣｢市民交流センター｣分

｢男山第2中学校｣は竹材料提供分をそれぞれ作って渡しました。

作り方レシピ

https://www.city.yawata.kyoto.jp/0000000587.html
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若竹飾り(ミニ)

竹の先端カット

▼

土・梅・南天の準備

▼

飾り付け作業

▼

造花・松・梅・南天・葉牡丹等含まれます。
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▼

▼

竹の先端カット

▼

会
員
に
よ
る
下
準
備
の
一
部

材料洗い

▼

鉢を飾る
短冊作り

▼若竹飾り(大)
標準完成品
植込みの松・梅・南天・葉牡丹等は
各自用意



11月1日(金)・11日(月)・27日(水)

庭

園

整

備

展 望 台 庭 園 整 備
草刈り、草引き、竹柵の改修、階段補修
カサブランカ・アヤメ等の手入れ・落ち葉清掃などを行いました。

展望台庭園・館だより
11月23日～12月8日は紅葉シーズンの連続開館日でした。
11月3・4日放送のブラタモリで石清水八幡宮が紹介され、展望台を訪れるお客様が多くなりました。

11月9日 紅葉はまだまだ

▼

12月21日
赤い絨毯になっていました

▼

11月30日 紅葉の見ごろでした

▼

石清水八幡宮 花手水

▼
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